
超高齢社会においても生き生きと
暮らし続けることができる地域づくり

平成26年11月1日（土）
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０．超高齢社会を迎える本市の状況

３０年後には３人に１人が高齢者で、現役世代１．７人で１人を支える社会

本市人口は、今後15年は増加を続け、平成42年の152.2万人をピークに、その後減少に転じ
る。一方、高齢者人口は増加を続け、平成62年に最大で49.8万人になると推計している。

出典：川崎市将来人口推計

約３０年後には
３人に１人が高齢者

「現役世代１．７人で
１人の高齢者を支える」

約１５年後には
人口が減少

「現役世代２．７人で
１人の高齢者を支える」

約１０年後には
団塊の世代が75歳以上

「現役世代２．９人で
１人の高齢者を支える」

推計
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０．超高齢社会を迎える本市の状況

世界に類を見ないスピードの高齢化

【高齢化率】

７％超⇒高齢化社会
１４％超⇒高齢社会
２１％超⇒超高齢社会

我が国の高齢化は、世界に類を見ないスピードで進行しており、今後は、特に、本市を含
む大都市において、全国を上回る速度で高齢化が進行することが見込まれている。

（年）

（H12） （H42） （H72）

（年）

（H12） （H42） （H72）

出典：内閣府ＨＰ

資料：UN,World Population Prospects:The 2010 Revision
ただし日本は、2010年までは総務省「国勢調査」、2015年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口
(平成24年1月推計)」の出生中位・死亡中位仮定による推計結果による。

(注)先進地域とは、北部アメリカ、日本、ヨーロッパ、オーストラリア及びニュージーランドからなる地域をいう。
開発途上地域とはアフリカ,アジア(日本を除く),中南米,メラネシア,ミクロネシア及びポリネシアからなる地域をいう。

（S25） （S25）
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０．超高齢社会を迎える本市の状況

後期高齢者医療給付費は５年間で１．３倍に

国民健康保険給付費や後期高齢者者医療給付費は増加傾向にあり、今後、高齢者の増
加に伴い、さらに医療給付費が増加していくことが見込まれる。

出典：健康福祉局調べ※平成２０年度の後期高齢者医療給付費は、制度開始年度のため１１か月分となっています。
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医療給付費と被保険者数の推移
 保 療給付費 後期高 者 療

給付費
国保被保険者数 後期高齢医療

被保険者数

※医療給付費は、患者負担額を含む、医療費（１０割分）です。
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０．超高齢社会を迎える本市の状況

介護保険給付費の増加に伴い、介護保険料が１．７倍に

高齢化の進行による介護保険サービス利用者数の増加などに伴い、介護保険給付費や
介護保険料が上昇している。

720億円

1,131億円
1,344億円
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60,000円

第１期

１２～1４年度
第２期

１５～１７年度

第３期

１８～２０年度

第４期

２１～２３年度

第５期

２４～２６年度

給付費 第１ 被保 者

介護保 料基準額（年額）

出典：高齢者福祉のしおり、川崎市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画

※ 第５期（２４～２６年度）の給付費は計画値です。

月額４,０３３円

月額５,０１４円

給付費は約２．９倍

月額３,２１３円

月額４,０３３円

月額２,９５３円

保険料は
約１．７倍

※介護保険の事業計画期間は３年を１期としており、今年度に第６期（平成２７～２９年度）の計画を策定中。
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１．「誰もが安心して暮らせるしくみづくり」

ひとり暮らし高齢者や高齢者夫婦世帯数の増加

この２０年間に、“ひとり暮らしの高齢者”は約５．７倍に、高齢者夫婦のみの世帯は約３．５
倍増加しており、高齢者が増える中、今後もその増加が見込まれる。

出典：国勢調査
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１．「誰もが安心して暮らせるしくみづくり」

高齢者が介護を受けたい場所や最期を迎えたい場所は“自宅”

自宅で介護を受けたいと希望する高齢者は、男性で４割、女性で３割が答えており、自宅
で最期を迎えたいと答えた高齢者はどの年齢層でも５割を超えている。

＜介護を受けたい場所＞ ＜最期を迎えたい場所＞

出典：高齢社会白書
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１．「誰もが安心して暮らせるしくみづくり」

「川崎らしい都市型の地域包括ケアシステム」の構築に向けて

本市においても高齢者・障害者などが可能な限り住み慣れた地域で生活が継続できるよう
な包括的な支援・サービス提供体制の構築が求められている。

出典：厚生労働省ＨＰ
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１．「誰もが安心して暮らせるしくみづくり」
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２．「高齢者が力を発揮し、元気で暮らしやすいまちづくり」

７５歳未満の高齢者の９割以上は日常生活が自立

６５～７４歳の高齢者のうち、９割以上は日常生活が自立しているが、７５歳以上になると要
介護・要支援認定を受ける高齢者は約３割となっている。

＜高齢者人口に占める要介護・要支援高齢者の状況（平成２５年７月１日現在）＞

出典：川崎市高齢者実態調査（平成２５年）

要介護

・要支援

認定者

6,728人
（4.8%）

その他の

高齢者

133,021人
（ 95.2%）

６５～７４歳の高齢者の状況

要介護

・要支援

認定者

36,384人
（31.2%）

その他の

高齢者

80,264人
（68.8%）

７5歳以上の高齢者の状況
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２．「高齢者が力を発揮し、元気で暮らしやすいまちづくり」

４人に１人が収入のある仕事をしており、４割以上が就労を希望

要介護・要支援認定を受けていない日常生活が自立した高齢者のうち、概ね４人に１人は
収入のある仕事をしており、４割以上が仕事をしたい（続けたい）と希望している。
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高齢者の今後の就労意欲

仕事をしたい（続けたい） 都合のつく時のみ、仕事をしたい（続けたい） 仕事をしたくない 無回答

出典：川崎市高齢者実態調査（平成２５年）

４６．７％

６２．９％

５０．７％

３９．２％

年齢層が上が
るごとに就労意
欲の割合は低
下していく。

概ね、４人に１人（26.7%）が
収入のある仕事をしている。

ｎ=2,522

ｎ=2,522
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２．「高齢者が力を発揮し、元気で暮らしやすいまちづくり」

高齢者が地域活動等を行うために必要な条件

高齢者が、ボランティア活動等の地域活動に参加する条件としては、「自分自身が健康で
あること」や「一緒に活動する仲間がいること」などの理由が多くなっている。

出典：平成２５年度 高齢者の地域社会への参加に関する意識調査（内閣府）

＜地域活動を行うために最も必要な条件＞
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２．「高齢者が力を発揮し、元気で暮らしやすいまちづくり」
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３．「超高齢社会を迎えて、いきいきと暮らせるしくみづくり」

延びる平均寿命と健康寿命の延伸に向けて

本市の平均寿命はこの１０年に男性2.96歳、女性で2.95歳延伸しており、ともに国平均を上
回る。一方、平均寿命と健康寿命との差は男・女とも国の平均より大きい。
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平均寿命の推移
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男性 ２．９６歳

女性 ２．９５歳
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出典：生命表（厚生労働省）、川崎市統計書
※ 健康寿命（市）は「健康寿命の指標に関する研究（厚生労働省科学研究費分担研究報告書）で平成２２年の政令市比較が公表
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３．「超高齢社会を迎えて、いきいきと暮らせるしくみづくり」

支援や介護が必要な高齢者の増加

要支援・要介護認定者は、介護保険スタート時（平成12年度）から一貫して増加傾向にあ
り、その数は約２．９倍増加しており、今後も高齢者が増加する中、介護を必要としないよう
に介護予防を促進するとともに、介護度の改善に向けた取組を進めることが重要となる。

1,498 3,799 3,399 4,526 6,662 3,446 4,360 
5,192 

4,022 
9,057 

8,024 7,196 
9,563 

3,241 

4,207 
5,644 6,335 

7,251 

2,547 

3,465 
4,811 

5,334 

5,270 

2,496 

3,391 

3,947 
4,528 

5,120 

2,347 

3,469 

3,629 
4,112 

4,591 

16,151 

27,388 
32,900 

36,391 
43,649 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

平成１２年度 平成１５年度 平成１８年度 平成２１年度 平成２４年度

（人）

要介護認定の状況
要支援 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

出典：川崎市統計書、平成12年度は川崎市「川崎市高齢者施策状況」（各年度末、平成12年度は10月1日現在）

この１０年で２．９倍

-14-



３．「超高齢社会を迎えて、いきいきと暮らせるしくみづくり」

主体的な健康づくりと生活習慣の改善

死亡原因として多い「がん」や「心疾患」、「脳血管疾患」については、生活習慣病の予防や
生涯を通じた主体的な健康づくりなど市民自らが実践していく仕組みづくりが必要となる。

出典：川崎市健康福祉年報

“がん”の死亡者数は
この１０年で約１．３倍
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３．「超高齢社会を迎えて、いきいきと暮らせるしくみづくり」
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